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はじめに(序章)
夏目激石
の『行人』は、
一九一
二 年 二 一
月六 日
から翌年一
日まで
「朝
日新聞」で連載された
長編小説である。
長野家
の 長 男 で 大 学 教 授 の 一 郎
は、
妻 で
あ る 直 の
ス ピ リ
ットを掴め ず
に苦
悶 し 続 け る の だ
が、
一郎自身は直
の こ
と を
愛 し て い た か は
明 確 に は
描 か
れ て い な い 。
ま た 直 の 本 心
も は
っきりと描
か れ て い な い 。
本 論 文 は 、
直 は 一 郎 を 愛 し
て い
た の か 、
一 郎 は 直 を
愛 し て い た の か を 検
証 す る た め 、
直 の 方 面
と、
一郎
の 方 面 か ら 本 文 の 順 序 に 沿
っ て
考察を進め
て い
く。
ま
た、
一郎
の 思
う 愛 は ど の よ う な も
の だ っ
た の か
明らか
に し た
い 。
そ し て 、
一 郎 は 果 た
し て ど う
な る の か を
考
え て い き
た い 。
考 察 の 方 法 上
、重
複 す
る場面が見
ら れ る こ
と を 最 初 に 断 わ
っ て
お く 。
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第一章
直の態度
本文中の直の言動のわかる箇所を抜き出し、
直の態度を考察して
いく。
直の立ち位置を見る
ために他の人物に関しても少し考察する。
直が一郎や二郎をどのように思っていたのかを明らかにしていきた
論
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第一節
「兄」における直の態度
こ こ で は
「兄
」
における直の態度についてわかる
箇 所 を 抜 き 出 し
考察していく。
此処で言う「1章」
と い う の は
「兄
1章」
と い う 意
味 で あ る 。
十三章で二郎たちは泊まっている宿の下
の 土 手 を 散 歩 す る 。
母 と
二郎よりも
兄 夫 婦 は 先 を 並 ん で 歩
いていたのだが、二人の聞に
は 「
か
れこれ一間の距離」があり、
一 郎 と 直 に 身 体 的 な 距 離 が み ら れ る 。
十 四 章 で 、
二 郎 は
「腹
の立つ程の冷淡さを嫁入後の彼女に見出し
た 事 が 時 々 あ っ
た。
」
と述べる。
「嫁入後」
ということは嫁入り前か
ら比べると直が冷淡になってお
り、
嫁入
によって直が変ってしまっ
たことを示す。
十五章で、
宿に泊まって寝床につく場面がある。
兄 夫 婦 の 部 屋 は
「沈黙に鎖されて」
い る 。
「ただ
防波堤に当って
砕け
る 浪 の 音 の み が 、
どどんどどんと何時までも響いた。
」 と
い う よ
うに、
兄 夫 婦 の 部 屋 は
ず っ と 静 か だ っ た の で あ る 。
ここから、
兄夫婦には会話が極端に少
ないことが考えられる。二 十 六 章 で 、
二郎と直は和歌山に出かけることになる。
二 郎 が 直
に出かける「勇気がありますか」
と聞くが、
直は自分の答えを言わ
円iっ“
ず 「 あ な た は 」 と 返
す。
二郎があると答えると、
「貴方にあれば、
妾
に だ っ て あ る わ 」
というふうに、
まず人
(男性)
の意
見を聞いてか
ら 、
それに従うように答えている。
これに似た箇所が数か所見られ
る の で 、
これは直なりに男性を立てていると考えられる。
また、
二
郎に上着を引掛けるなど人並みに気のきく女性である。
二郎は直に
調 戯 わ れ て い る と 感 じ る 。
直が二郎を調戯うのは、
二郎に親しみを
感 じ て い る か ら で あ る と 考 え ら れ る 。
二 十 八 章 で 直 と
二郎
は 電 車 に 並 ん で 腰 を 掛 け て い る 。
二 郎 は 直 の
心を探らなければならなかったために機嫌よく話ができない。
それ
に対して直は何故そんなに黙っているのかと言う。
宿を出てから二
度この質問を投げかけられた二郎は、
直が「二人
でもっと面白く」
話 し た い と 思 っ て い る と 考 え る 。
ここから直は二郎と話す意思があ
る こ と が わ か る 。
また
二郎が、
一 郎 と 直 の 寝 室 が 静 か だ っ た
(兄
十
五、
兄
二十三)ということから、
直にとっては夫である一郎よりも
二郎のほうが話しやすいということが考えられる
二十九章で直と二郎は料理屋で、
下女に風呂の案内をされる。
二
郎は明るいうちに帰りたかったため
に、
風呂の時間が惜しかった。
二郎は直に風呂はどうするか尋ねる。
直 も 明 る い う ち に は 帰 る よ う
に一郎から言いつけられていたために、
そこはよく承知していた。
直は時計を見てまだ早いから風呂に入っても大丈夫だと言う。
直 は
時間の遅く見えるのを天気のせいにしていた。
直 は 理 由 を つ け て 二
郎 を 引 き と め よ う と し て い る 。
兄からの云いつけがあったにも関わ
らず二郎を引きとめるのは、
母や一郎のもとに帰りたくないからで
あ る 。
三 十 章 で 、
二郎が雨を気にするのを
見て直は不思議そうに、
何 故
そんなに雨が気
に な る の か と 尋 ね る 。
二郎が雨がいつやむか解らな
いから困るというと、「
いくら約束があったって、御天気のせいなら
仕方がないんだから」という。
直は天気を言い訳にして、
夫である
一郎との約束より二郎と一緒にいる時間を優先している。
本当に夫
のことを思う
なら約束を守ろうとするはずである。
直は二郎とのこ
の旅行を楽しんでいるのではないだろうか。
もっと楽しい話をしよ
う と い う 態 度 (
兄二
十八)
からもそれが伺える。
「自然の醸した恋愛」
とまでいかなくとも、
一郎と直よりも
二郎と直のほうが相性がよく
自然な関係を築けるのかもしれない。
三 十 一 章 で 二 郎
が直に「兄さ
んにだけはもう少し気をつけて親切にして上げて下
さい」
というと、
直は「できるだけの事は兄さ
んにして上げてる?もり」
と言う。
そ
れでも
二郎が再び同じことを言うと、
直は附抜になってしまったか
ら無理という。
二郎に積極的になれと言われると、「積極的ってどう
するの」と直は言う。
ど う す る の と い う よ う に 、
直は一郎にどう接
すればよいのか
分からないのである。
そして涙を流す。
接し方がわ
からずとも一郎に対してできることをしてきた
直。
不満も言ってい
なかったのにも関わらず、
それを二郎に理解されていなかったこと
に対して悲しんでいる。
一 郎 と の 不 和 か ら か 、
母や重からの風当た
りがよくないので直の理解者たりえるものは少な
い。
直は一通り一
郎にできることはしてきたので、
これ以上の夫婦仲の改善は難しい
ことを暗示している。
母が直に対して不平を洩らしたり、
それに対
して
二 郎
も多少同感するところから、
女が夫に対してあれこれする
のが当り前というのが常識のようである。
直は自分のことを馬鹿と
言っており、卑屈になっている。
ま
た 直 が 自 分 の こ と を
「魂の抜殻」
と表現している。
直が家庭で抑圧されて主体性のなくなってしまっ
oo qL
たことを
示す。
こ の
例えは、一郎は魂と魂の交流を求めているので、
既に一郎と直の魂同士の交流への道は閉ざされているという暗示である。
三十二章で二郎が直に、
一郎のことは好きなのか、
それとも嫌い
なのかと聞く。
直は一郎以外に好いている男がいると思っているの
かと反論し、
肺抜けだから冷淡に見えるのだろう、
それは自覚して
いるという。
そして自分は親切だと褒められることもあると言い
、
二郎のクッションに刺繍をした話を持ち出す。
二郎はそれに反論で
きないのである。
ここ
で直は一郎のことから話題をすりかえている。
前の場面でもみられるが、
直は二郎に一郎とのことを詮索されたく
ないのである。
三十五章で、
泊まっている宿の電灯が消えて真っ暗になる場面が
ある。
二郎は直がその場にいるのか確かめ
た く な り 直 の
名前を呼び、
「いるんですか」と尋ねる。
それに対して直は「いるわあなた。
人
間ですもの。
嘘だと思うならここへ来て手で障って御覧なさ
い」
と
言い、
二郎は「手捜りに捜り寄って
見たい」と思う。
また、
直 は
暗
闇を利用して着替えようとし帯を解
く。
直の言動は、
二郎が家族だ
としても結婚している女性としては問題がある。
直が二郎のことを
特別意識していないから出来る言動であるが着替えたり、
接触しよ
うとしたりすることは、
性的な印象をあたえる。
二郎が手捜りに捜
り寄って見たいと思うのは、
娘と義弟の関係では普通は抱かない感
情である。
十三
章で直と一郎は一定の距離を空けて歩いていたのに
対し、
この場面での直と二郎の距離は近い。
三十七章で直は二郎に自分の死に方について語
る 。
「 妾 死 ぬ な ら 首
を総ったり咽喉を突いたり、
そんな小万細工をするのは嫌よ。
大 水
に 棲 わ れ る と か 、
雷火に打たれるとか、
猛烈で一息な死に方がした
いんですもの」と言う。
直は真剣にこの死に方を考えていて、
「 嘘 だ
と思うならこれから
二 人 で 和 歌 の 浦 へ 行 っ て 浪 で も 海 輔 で も 構 わ な
い 、
いっしょに飛び込んで御目にかけましょうか」とまで言う。
波
や 津 波 に 一 緒 に 飛 び 込 む と い う の は 心 中 と も と れ る 表 現 で あ る 。
直
が二郎と心中をしたいとは本気で思つてはいないだろうが、
真 剣 に
話す直の気持ちは以前よりも二郎に接近しているようである。
三十八章では、
直と二郎の聞にこのような会話がある。
「姉さんが死ぬなんて事を云い出したのは今夜始めてですね」
「ええ口へ出したのは今夜が始めてかも知れなくってよ。
け
れども死ぬ事は、
死ぬ事だけはどうしたって心の中で忘
れ た 日
はありゃしないわ。
だから嘘だと思うなら、
和 歌 の 浦 ま で 伴 れ
て行ってちょうだい。
きっと浪の中へ飛込んで死んで見せるか
hb」
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直は二郎より自分が落ち着いていると主張し、
そ れ は い つ で も 死
ぬ覚悟ができているからだと言う。
今の直は「魂の抜殻」になって
しまい本来の自分を出す事が出来ない。
そのためいっ死んでも構わ
一ないと思っているのだろ
う。
死ぬことだけは忘れたことがない直は、
家庭において苦痛を味わっている。第二節
「帰ってから」における直の態度
引き続き、
本文から考察を進める。
一章では、
東京に帰るために二郎たち
は 寝 台 列 車 に 乗 る こ と に な
る 。
寝台四つで一室になっており、
一郎と二郎は体力の優秀な男子
と い う わ け で 上 の ベ ッ ド に 寝 る こ と に な っ た 。
そして母と直は下の
ベ ッ ド に 寝 る 。
二郎の下に直、
一郎の下に母が寝ることになった。
寝台での四人の身体的距離をみる。
二郎と直、
一郎と直でみると、
二郎と直のほうが圧倒的に身体距離が近い。
二郎が直に同情するよ
う に な り 、
直は二郎に以前よりも親しみを寄せているからなのでは
ないかと考えられる。
また、
二郎と母の身体距離が遠いのは、
母が
二郎と直の仲を疑い始めたからだと推測される。
この時点で長野家
の関係性の変化がみられる。七章では舞台は長野家の食卓で、
貞の結婚を話題にしている。
貞
は恥ずかしがって逃げるように席を外す。
母は事情を知らないため
に不思議がる。
す る と 一 郎 は 母 に こ う 告 げ る 。
「なに二郎がね。
お貞さんの顔さえ見ればおめでとうだの嬉し
い事がありそうだのって、
いろいろの事を云うから、
向うでも
恥かしがるんです。
今も二階で顔を赤くさせたばかりのところ
だもんだから、
すぐ逃げ出したんです。
お貞さんは生れつきか
らして直とはまるで違ってるんだから、
こっちでもそのつもり
で注意して取り扱ってやらないといけません:::」( 略 )
もう食事を済ましていた捜は、
わざと自分の顔を見て変
な眼遣をした。
それ
が自分には一種の相図のごとく見えた。
自
分は父から評された通りだいぶ堂摺連の傾きを持っていたが、この時は父
や母に相伴って、
捜の相図を返す気は事も起らなかっ
た。
捜は無言のまますっと立った、
室の出口でちょっと振り返っ
て芳江を手招きした。
芳江もすぐ立った。
そうして直は芳江を連れて廊下の外に出て行ってしまh九一郎は
遠くの方を眺めるが、
眉が八の字になっていた。
それからしばらく
後に一郎が席を
立 ち 書 斎 に 行 く 。
二郎はこのような光景をしばしば
目撃
していた。
この場面では一郎が貞と直を比較していて、
それに
対して直は嫉妬したのではないだろうか。
直は一郎に対して負の感
情を抱き、
二郎になんとかしてほしいと思い目配せをするが二郎は
何もせず、
直は失望し食卓を出て行く。
直は旅行の前から二郎をか
らかったりしていたので、
その態度を変えていない。
しかし二郎は
兄や母に直との仲を疑われていることを自覚しており、
和歌山の出
来ごとから直のことを意識するようになった。
それゆえ兄や家族の
手前、
直に対して今まで通りの対応が出来なくなってしまった。
直
はいままで家族では
二郎に対して気楽に接することが出来たのに、
二郎の態度が変わってしまったので面白くないと思っているのである 。
また、
心の拠り所となりえる二郎の態度が変化し、
悲しく思っ
ていることも推測される。
そして、
家族たちと距離を開けようとす
る。
このようなことがしばしば食卓で起きていたとすると、
直 と 一
郎のコミュニケーションは前よりも少なくなっていると推測される。また、
直と他の家族のコミュニケーションも少なくなっていること
が推測される。
直と一郎のどちらも部屋を出て行くので、
互いに互
いを回避している。
二郎が言ったように
「同じ型に出来上がった夫
婦 」
なのかもしれないのである。
二人ともどちらかというと受身で
あり、
夫婦問の問題に正面から向き合っておらずに逃げている。
直
は 二 郎 と の 旅 行 先 で 蹄
抜けになってしまったと言っていたので、
一
ハuqu 
朗に正面
から向かっていく気力がないのではない
かと推測される。
結末は描かれていないがこのまま行くと夫婦生活は破綻を迎えることを予感させる。
二十
八章では直が一郎の平生着をもって、
芳江の手を引いて階段
を上ってくる。
直は一郎の顔を見るのだが、
一郎に対して何も言わ
ない。
ここで、
直の一郎に対する態度に変化が見える。
直は一郎の
部屋を出ていくときに、
二郎にご面識もない眼下のものに挨拶で
もするように、
ちょっと頭を下げて」黙礼をする。
そ れ を
二 郎 は 直
からこのような冷淡な挨拶を受けるのも珍らしいと感じ
る。
直の二
郎への態度の変化は、
おそらく一郎の目
の前
であるので二郎との仲
を疑われないようにという配慮であ
る。
自分から積極的に関係の改
善をしようとはあまりしないものの関係が悪化しないように、
直 は
以前よりも一郎に気を遣うようになったと言えるのではないだろう，刀三十四章では、
兄が貞に話、があると言って、
兄が部屋を出ていく
場面がある。
そのときの直の唇には
「冷笑の影が閃」く。
こ れ は 直
が一郎を蔑んでいるからだろp九一郎が直の気持ちを疑っているのに、
疑われている直の気持ちも考え
ず貞と
二 人 き り に な る と い う 身
勝 手 な 行 動 を と る 一 郎 。
一郎が貞と話している問、
直は「尋常のも
のより機嫌よく話したり笑った
り」していた
が、
二郎の目には「不
機嫌を蔵そうとする不自然の努力」というふうに見えるのである。これは直が一郎を冷笑し蔑みながらも、
苛立ちを隠せていないから
で あ る 。第三節
「塵労」における直の態度
引き続き「塵労」
に お け る 直 に つ い て 考 察 す る 。
二章では、直が突然
二郎の下宿を訪れる。
二郎は直を家に上げて、
直の前に座布団を差し出
す。
直は「そうお客扱いにしちゃ厭よ」と
言う。
直は二郎に距離を置かれていると感じている。
また距離を置
かれたくなく、
距離を置かれることを淋しいと感じているために片
麿に平生と違った意味の淋しさをみせるのである。
直は二郎に番町
に来てほしいと思っており、
以前のような関係、
もしくは少し進ん
だ関係になりたいのである。
四章では、
最初直に火鉢にあたれと言われ鴎跨した二郎が火鉢に
あたっており、
直と
二郎は向かい合わせになっている。
直は前かが
みになっており、
それを二郎は近づきすぎると考えたために後ろへ
反り返ることになる。
この状態が二郎と直の現在の関係を表してい
ると考えられる。
直 は
二郎の下宿に来てから、
二郎に対してどうし
て家にこないのか、
態度が改まって淋しいというようなことを暗に
告げている。
直 は 積 極 的 に 出 て い る 。
それに対して
二郎は火鉢にあ
たるのを最初ためらい、
返答をはぐらかす。
どうして直が
下 宿 先 に
来たのだろうかなどと不安になる。
二郎はどちらかというと引きの
姿勢である。
この状況の中で直は二郎に、
一郎との関係は
二 郎 が 家
を出た後も好くない一方に進んで行くだけであるという告白をする。今まで直は、
二郎が問いかけなければ一郎のことについて決して口
を聞かず返答をはぐらかしていた。
しかし今の直は一郎との関係に
ついて積極的に
二 郎 に 対 し て 吐 き か け て い る 。
これは直の大きな変
化である。
直は一郎との不和を運命だと思い諦め受け入れる。
直 の
「他の運命も畏れない」
と い う の は 、
一郎の運命も畏れないという
ことである。
一郎がどうなろうとそれも運命だから仕方ないという
可E・4qd 
考 え 方 で あ る 。
も し も 直 が 一 郎 を 心 か ら 愛 し て い る な ら 、
家のもの
に苦痛を訴え
て い た 一 郎 を 助 け た い と 思 う は ず で あ る 。
一 郎 と 夫 婦
で あ る の に 直 は 醒 め て い る 。
そ し て 、
男は嫌になればどこへでも行
け る が 、
女はそうはいかない。
直は自分のことを「親の手で植付け
られた鉢植」
に た と え 、
「一遍植えられたが最
後、
誰か来て動かして
くれない以上、
とても動けや」しない、「じっとしているだけ」で、
「立枯になるまでじっとしているよりほかに仕方がない」と一郎に訴 え る 。
「一
遍植えられたが最後、
誰か来て動かしてくれない以上、
と て も 動 け や し ま せ
ん。
」というのは一度結婚すると女は自分から離
縁ができないということを暗に訴えている
よ う で あ る 。
「誰か来て動
かしてくれない以上」というのは、
運命なら畏れないという態度を
見せながらも誰かに動かしてほしいという願望があらわれている。誰にも打ち明けられない苦痛の告白をし、
だれかに動かしてほしい
ことを暗に告げる直は二郎に救いを求めてお
り、
二郎との精神的な
つながりを望んでいるのだと考えられる。
直と一郎との情緒的な繋
がりがもう望めないということが暗示されている。二十
五章で二郎は久しぶりに長野家を訪れる。
二郎は直を見て、
直が下宿を訪れたときよりも少しやつれていると感じる。
二郎が一
郎の旅行を延ばさなかったことに言及すると、
直は延ばしはしない
と言う。
そ し て こ う 続 け る 。
「兄
さ ん は 妾 に 愛 想
を尽かしているのよ」
「愛想づかしに旅行したというんですか」「いいえ、
愛想を尽かしてしまったから、
それで旅行に出かけ
たというのよ。
つまり妾を妻と思っていらっしゃらないのよ」
「だから・・・・・・
」
「だから妾の事なんかどうでも構わないのよ。
だから旅に出か
けたのよ」
娘はこれで黙ってしまった。
自分も何とも云わなかった。
Hさんの手紙の中で一郎が直に手を加えたと述べる箇所があり、
この時点で一郎は直に暴力を振るっていたことになる。
また暴力が
日常化していたと指摘する論文もある。
一直は一郎から暴力を受け
て疲弊している。
直 は 以 前 、
一郎の腹の中はちょっとわからない
(兄
四 十
)
と言っていたが、
暴力を受けることにより一郎の直に対する
感情の直なりの答えが出たようである。
二十
七章は家族で食事を済ませた後、
重が二郎の見合い相手の
話
をし、
話題はそれで持ちきりになるという場面である。
直は同じ席
にいたものの二郎の見合いに関して殆ど口を開かなかっ
た。
二郎に
はそれが直が「
局外者らしい位置を守るため」という風に見えた。
直はこれ以上二郎との問題を劫らせたくなく、
自らの保身を選ぶ。
一郎との精神的繋がりは望めず、
二郎にそれを求めた直。
しかし二
郎ともそのような関係は築
けず、
直の心は満たされない。「誰か来て
動かしてくれない以上」
、「
立枯れになるまでじっと」しているしか
ない直は、これからも魂の抜殻として生きていくことになるだろう。
円ノ臼円。
第二章
一郎の態度
第一章での直の考察を通して、
直は一郎を愛していなかったこと
が明らかになったが、
直のスピリットを
掴まずにはいられない一郎
は果たして直を愛していたのだろうか。
第一節
「兄」における一郎の態度
第一章での直の考察と同じ方法で、
一郎の思いを明らかにしてい
ノ\ 。十八
章で、
一 郎 は 直 が 二 郎 に 惚 れ て い
るのではないかと言う。
そ
して二郎を正直な
父の遺伝を受けており、
「何
事も隠さないという主
義を最高のものとしている」
と評し、
直について思うところを聞き
だそうとする。
一郎は父も二郎も正直者だと思っているのである。
二十章で、
一 郎 は メ レ ジスの話をする。
「その
人の書翰の一つのうちに彼はこんな事を云ってい
る。
|
| 自 分 は 女 の 容 貌 に 満 足
する人を見ると羨ましい。
女の肉に満
足する人を見ても羨ましい。
自分はどうあっても女の霊という
か魂というか、
いわゆるスピリットを捜まなければ満足ができ
ない。
それだからどうしても自分には恋愛事件が起らない
」
( 略 )
「おれが霊も魂もいわゆるスピリットも棲まない女と結婚
している事だけはたしかだ」
一郎は直との精神的な繋がりを切望しているのである。
四十
章では直と二郎が和歌山から和歌の浦へ帰って来る。
直 が 一
郎に挨拶をするのだが一郎はそれに応えない。
これは一郎が直に対
して疑念を持っているからだと考えられる。
それに対して、
二郎に
話しかけられた際にはすぐに答えているの
で 、
二郎に対して疑念は
ないのだろう。
第二節
「帰ってから」における一郎の態度引き続き一郎について考察する。三 章 で は 、
一郎はたいてい書斎裡の人間だったために、
娘 の
芳 江
にあまり懐かれていないこと
が明かされる。
それを重
は 気 に 入 ら ず 、
食事の際に芳江になぜ父のそばに
行かないのかという問いをよく投
げ掛けた。
芳江の答えは一郎にとっては思わしくないも
の で あ り 、
一郎は黙って独り書斎に退くのが常であった。
こ の こ と か ら 一 郎 は
家族とのコミュニケーションを拒んでいるのではないだろうか。
六
章で一郎は初めて孤独をあらわす。
一 郎 は 貞 に 結 婚 を す る と 人 間 の
品格が堕落し、
恐ろしい目に会うことすらあると言う。
一 郎 に と っ
て直との結婚は幸せなものではないということを表している。
七章では食卓で貞の結婚の話をしている。
一郎が貞は生まれつき
からして直と違うと言う。
すると食事を済ませた直は部屋をでてい
き、
一郎はそれを悲しむ。
一 郎 は 直 に 対 す る 配 慮 が 欠 け て い
て、
こ
れが直を綾成すことができないということなのであ
る。
一 郎 は 直 が
去ってしばらくすると書斎へ向かう。
こ の よ う な 光 景 を 二 郎 は 東 京
に帰ってからしばしば目撃していた。
一郎と直の関係はよくない方
向 へ と 進 ん で い る の で あ る 。
そ し て 一 郎 は ま す ま す 書 斎 に 龍 る こ と
になる。
直 と 一 郎 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 少 な く な っ て い る の は 明
確 で あ る が 、
一 郎 と そ の 他 の 家 族 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン も 少 な く
なっていることが推測される。
二十
一章では、
父の在り方を批判的にみる一郎をみて、
二 郎 は 一
郎が親身の親からも離れようとしていると考える。
一 郎 は 自 ら 孤 独
になろうとしているのである。
二十二章
で一郎は父も二郎も信用できなくなる。
直の気持ちがわ
qu qο
か ら な い と こ ろ か ら 始 ま っ た こ と だ
が、
人 間 不 信 に 陥 っ て い る 。
こ
の 人 間 不 信 は 直
のスピリットが
掴めないところに起因していると考
え ら れ る 。
一郎は二郎が直のことを報告しないために二郎を信用し
な く な る の だ が 、
二郎のことを「士人の交わり」の出来ない男と言
う 。
「士人の交わり」
とは打算や嘘偽りのな
い 、 心 と 心 の 交 流 で あ る 。
直との心からの交流が望めずに、
二郎にそれを求めるのだが不可能
だ と 知 っ た 一 郎 は 二 郎 を 罵 倒 す る 。
口 論 の 末 、
一 郎 と 二 郎 の 聞 に は
深 い 溝 が で き る 。
二郎が一郎の部屋に自分から行っていたのだがそ
れ が な く な り 、
ますます一郎は孤独になる。
二 十 六 章 で は 、 一
郎に下宿の挨拶をするために二郎が書斎にい
る
。
そ の 頃 、
直と芳江が一郎の不断着を持っていくのが習慣になってい
た 。
二郎は一郎の眼付から直たちを待ち設けていたことを覚る。
一
郎には直の気持ちは分からない
が、
直が一郎に対して何か働きかけ
て来るのは、
一郎にとって嬉しいことだった。
二郎が家を出ること
を 告 げ る と 、
一郎は自分が二郎を家から出したように皆から思われ
ては迷惑だと言ャ九一郎は自分が非難されることを恐れてお
り、
自
分のことしか考えていないのである。
二十七章では一郎はパオロとブランチェスカの話をもちだす。
「人間の作った夫婦という関係よりも、自然が醸した恋愛の方が、
実際神聖だから、
それで時を経るに従がって、
狭い社会の
作った窮屈な道徳を脱ぎ棄てて、
大きな自然の法則を嘆美する
声だけが、
我 々 の 耳 を 刺
戟するように残るのではなかろうか。
もっともその当時はみんな道徳に加勢する。
二人のような関係
を 不 義 だ と 云 っ て 答 め る 。
しかしそれはその事情の起った瞬間
を治めるための道義に駆られた云わば通り雨のようなもので、あとへ残るのはどうしても青天と白
日、
すなわちパオロとブラ
ンチェスカさ。
どうだそうは思わんかね」
一郎にとって人間の作った夫婦とは見合いによって結ぼれた夫婦
で、
自然が醸した恋愛とは自由恋愛・自由結婚で
あり、
後者の方が
神聖なのだと言う。「狭い社会の
作った窮屈な道徳」
とは家父長制な
どに沿った当時の道徳
で、
「大きな自然の
法 則 」 は 自 然
が醸した恋愛
である。
一郎のなかで人間の作った夫婦は一郎と直であ
り、
二 郎 と
直はパオロとブランチェスカである。
そして 二 郎 と 直 が 勝 利 者 と な
ると考える。
つまり一郎は直と二郎の両方を疑っているのである。
三十四章で、
貞が嫁に行く前に一郎は大切な話があったんだと言
って、
貞を書斎に招く。
直 の こ と は 疑 う の に 、
貞を部屋に招き入れ
る 一 郎 の 行 動 は 軽 率 で 自 分 勝 手 で あ る 。
一 郎
(男
)は
直
(女
)
の 心
を手に入れなければいられないというのに、
一郎
(男
)は
直
(女
)
に心を手に入れさせようとはしない。
女 は 男 の モ ノ と い う 認 識 が み
てとれる。
A斗Aqd 
第三節
「塵労」における一郎の態度引き続き「塵労」
における一郎について考察していく。
三十五章で
Hさんは一郎に神についての話をする。
どこの馬の骨
だか分からない人間を
見てもありがたく感じるのだから、
神を崇拝
すれば幸せになるのではないかと持ちかける。
しかし一郎は自分が
崇高だと思う人間や、
自然こそが神なのだと反論する。
Hさんは苦
しんでいる一郎をどうにか救いたいと思い提案したのだ
が、
一 郎 に
は自分の基準があり、
その他の意見を
聞き入れようとしていない。
三十
六章
で
Hさんは一郎を山に連れて行く。
そこ
で一郎は百合な
どを「
あれは僕の所有だ」という。
さらに森や谷を指
さし
「あれら
もことごとく僕の所有だ」と言い、
Hさんはここで一郎をはじめて
不審に思い一郎に質問するのだが、
一郎はただ淋しく笑うだけだっ
た。
一郎は、
直の心がわからずに苦悶し、
スピリット
を掴まず に は
いられないと言っていた。
自然はただそこにありの
まま
で存在する
もの
である。
邪念のきざす事のない、
ありがたいものであると一郎
自身が言っている。
また、
自然は一郎をそのまま受
け入れるもので
あるとも考えられる。
のちの塵労四十
三章
で
Hさんは「自然に敵意
がない」
と評している。
だから一郎は山などを自分の所有と言うの
である。
山を降りる途中で一郎は、
突然後からHさんの肩をつかん
で、「
君の心と僕の心とはいったいどこまで通じていて、
どこから離
れているのだろう」と聞く。
一 郎 は 最 初 直 の 心 が わ か ら
ずに悩ん
で
いたが、二郎の心は分かるなどと言っていた。
しかし今となっては、
一郎は誰の心もわからなくなっている。
そのためにHさんにこのよ
うな質問を投げかけているの
である。
Hさんは返答に
戸惑
い、
「同25回25]SF一F1gロ冨gmoVNC冨gmOHM-
(人
から人へ掛け
渡す橋はない)
」 と言う。
それを聞くと一郎は「自分に誠実でないも
のは、
けっして他人に誠実であり得ない」と言い、
そのような態度
であると
Hさんを評し、朋友としての自分は離れるだけだと告げる。
そし
て一郎は一人
Hさんの
もとを離れ
面
白SBZF品回目25
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(孤
独なるものよ、
汝はわが住居なりごと言
うの
で あ る 。
ここ
で 一 郎 は
Hさんとの「士人の交わり」は
できない
とする。「
士人の交わり」
が
できないのなら自ら孤独を選ぶというよ
うな態度で、
孤 独 の 道 へ と 進 も う
としているのである。
三十七章
でH
さ
んは一郎が社会に立つてのみならず。
家庭でも孤
独で
あるという痛ましい自白を聞かされる。
一 郎 は
H さ ん に も 疑 念
を持っているのだが、
家庭のものをそれ以上に疑っていた。
一 郎 は
最初直の心が分からず、
直に対して疑念を抱くようにな
る。
二郎の
ことを最初は信頼していたのだが、
直についての報告をしてくれな
かったために信じられなくなる。
一郎の孤独の感に堪えないのは、
他人が本心
では
何を考えているのかわからずに、
心からの意思疎通
がで
きないと感じているからである。
そして何を考えているのか分
からないというところから、
他 人 が 邪 念 を も っ て 自 分 に 接 し て い る
ので
はないかと考え、
誰もかれも疑うようになる。
一郎の孤独は直
の心の分からないところから始まってい
るのである。
そ れ ゆ え に 一
郎にとっては父も母も偽の器なのだが、
直はことさらにそう見える
ので
ある。
そして一郎はこの前直に手を加えたという。
一 郎 は 直 が
抵抗しないために自分の人格が堕落すると苦痛の表情を浮かべながらH
さ ん に 話 す 。
な ぜ そ う す る 経 緯 に 至 っ た か 一 郎 は 明 か さ な い 。
しかし以前に
「暗々女も気狂にして見なくっちゃ、
本 体 は と う て い
解らないのかな」
(兄十
二)
という発言をしている。
また、
「人聞は
普通の場合には世間の手前とか義理とか
で 、
いくら云いたくっても
云えない事がたくさんある」
(兄
十
二 ) の だ が 、
例えば精神病になれ
ば「胸に浮かんだ事なら何でも構わず露骨に」
(兄
十
二)言うことが
でき、
そういう状態
で発せられる言葉は普段
自分たちが「口にする
好い加減な挨拶よりも遥に誠の龍った純粋のも
の 」
(兄十
二)である
のだと言っているのである。
つまり一郎は直の言動は本心からきて
いるもの
ではないと感じており
(そ
れゆえに
直を疑っている)
、直 の
F同υqtu 
スピリット
を掴むことができない。
一郎は直の本音、が知りたくて仕
方 が な く 、
最初
は二郎に節操を試させるという手段をとった。
それ
が 失 敗 に 終 わ り 、
直の本音を知ることは果たされなかった。
それか
ら 一 郎 は
テレパ
シーの実験 を す る よ う に な る 。
テレパシーの実験の
結果は本文中には描かれていないが成功したとは考えにくい。
一 郎
は最終手段として手を
加 え る に 至 っ た の で あ る 。
苦渋の選択だった
の で あ ろ う 。
それゆえ直への暴力を語る一郎は自分の人格が堕落し
て い る と 言 い 、
顔に苦痛の表情を浮かべるのである。
直 へ の 暴 力 が
日常化していたという指摘てもあり、
一郎は直を精神病に至らしめ
て本音を吐露させるつもりだったのかもしれない。
直は一郎からの
暴 力 を 受 け
ても
「レデl」らしく抵抗をしな
い。
また言い争いもし
なかったので、一郎は結局直の本音を聞き出すことができなかった。つまり直のスピリット
を掴むことはできなかったのである。
三十
九章で一郎は幸福になるために研究
をしていたのだとHさん
は 語 る 。
一郎の今までの行動を見
る に 一 郎 に と っ て
の幸福とは、
直
のスピリット
を掴むこと、
言いかえれば直と心を通わせることだっ
た の で あ る 。
しかし一郎は直と心を通わせることができなかった。
そ し て
「 何も考えていない人の顔が一番気高い」と評する一郎は、
自我が直との心を通わせるための障壁となっていることに気づいていたのではないだろうか。
四十章では、
Hさんは一郎にモハメッドの話をする。
モハメッド
は山を呼び寄せてみせると言ったが、
結局山はモハメッドのもとへ
は 来 な い 。
するとモハメッドは自ら山のほうに歩いて行くという話
で あ る 。
そして
Hさんは一郎に「
なぜ山の方へ歩いて
行かない」と
問い、「君は山を呼び寄せる男、だ。
呼び寄せて来ないと怒る男だ。
地
団太を踏んで口惜しがる男だ。
そうして山を悪く批判する事だけを
考える男だ。
なぜ山の方へ歩いて行かない」と付け足す。
H さ ん は
モハメッドの話を通して一郎に、何故人に歩み寄ろうとしないのか。一郎は人が自分に歩み寄らない場合には怒り、
悔しがる男だ。
そ う
して人を悪く批判する事だけを考えているの
だ、
ということを伝え
たいのである。
すると一郎は「向うがこっちへ来るべき義務があっ
たらどうだ」と言う。
Hさんはこっちに必要があれば行くと言うが、
一郎は「義務のないところに必要のあるはずがない」と主張する。Hさんは
必要のために行きたくないのなら幸福のために行くのだと
言う。
一郎は「妻
直との関係においても愛情の回復を切実に求めて
はいるものの、
夫としての権利だけ固執して相手への義務を果たそ
うとしない。
だからといって、
山と自分との接触の必要性を全く否
定しているのでもない」
で 一 の で
Hさんの言うことを頭では分かって
いるのである。
しかし自分のこれだと決めた水準を生活の中心とし
ないと生きられない一郎は、
エゴを捨てて人に歩み寄ることができ
ないのである。
自分のエゴを捨てずに幸福を求めようとすることは
矛盾している。四十四章で、
一郎は自らの宗教観について語る。
一郎は
「神
は 自
己だ」と言う。
そして「
絶対即相対」
について述べる。
円hvqu 
兄さんは純粋に心の落ちつきを得た人
は 、
求めないでも自然
にこの境地に入れるべきだと云います。
一度この境界に入れば
天 地 も 万 有 も 、
すべ
ての対象というものがことごとくなくなっ
て 、
ただ自分だけが存在するのだと云い
ます。
そうしてその時
の自分は有るとも無いとも片のつかないものだと云いま
す。
偉
大なようなまた微細なようなものだと云います
。何
と も 名 の つ
けようのないものだと云います。
すなわち絶対だと云います。
そうしてその絶対を経験している人
が、
俄然として半鐘の音を
聞くとすると、
その半鐘の音はすなわち自分だというのです。
言葉を換えて同じ意味を表わすと、
絶対即相対になるのだとい
うのです、
したがって自分以外に物を置き他を作って、
苦しむ
必要がなくなるし、
また苦しめられる掛念も起らないのだと云
うのです。
一郎は自我の肥大のために他人と分かり合えず、
孤独に陥って苦痛
を味わう。この考えは、
どうすれば孤独に苦しめられずに済むかと
悩みぬいた末のものなのである。
しかしこ
れ は 現 実 に は 不 可 能 な こ
とであり、
それを一郎は知っている。
一郎は自我を捨てないことを
選んだので破滅へと向かって行くのである。
五十
一章で一郎は貞について話す。
Hさんは一郎に、
貞と住めば
幸せになれるのではないかと問いかける。
しかし一郎は、
嫁 に 行 く
前の貞と嫁に行ったあとの貞とはまるで違ってい
て、
今の貞は「夫
のためにスポイル」されており、
スポイルされた女から幸福は要求
できないという。
そして自分は直のことをどれだけ悪くしたかわか
らないと告げる。
一郎は自分が、
また家族が直を抑圧してしまった
ために、
直の天真が損なわれてしまったことを認めている。
一 郎 の
考え方から明らかであるが、女から幸福を求めることはするものの、自分から幸福を与えようとはしない。
つ ま り 一 郎 は 直 か ら 愛 さ れ た
いと思っていたものの、
自分から直のことを
愛そうとはしなかった
のである。
おわりに(終章)直 と 一 郎 の 悲 劇 は 、
見合いで心と心が結ぼれることなく結婚した
ζとに起因していた。
直 は 一 郎 の 腹 の 中 が 分 か ら
ず、
親しみを感じ
る二郎に心の繋がりを求めるのだが、
それも失敗に終わる。
そ し て
家庭での自分の保身のため
に、
魂の
抜殻として生きて行くこととな
る。
同じく直の心がわからない一
郎は、
打算などではなく純粋に
二者間 間 ある愛着だけで結びついた関係、
つまり「ロマ
ンチックラブ」を切望していたのである。
直との心と心の結
び付きが望めないため 、
一郎は二郎やHさんに士人の交わ
りを求めるのだがそれも失敗に終わる。
一郎のエゴがそれを
邪魔しているのである。
つまり、
一郎と直のロマンチックラ
ブは最初から望めなかったも なのである。
一郎、がエゴを捨
てない限り、
心と心の結び付きはいつまで経っても望めない。
一郎は孤独地獄に陥り破滅へと向かっていくのである。
門iqd 
展望
『行人』
で は 一 郎 の 結 末 は 詳 し く 描 か れ て い な い 。
一郎はどうな
るのだろうか。
先行研究では一郎が発狂するという説山や直が狂気
の一郎に殺され、
一 郎 も 自 殺 す る と い う 説 4 な ど が み ら れ る 。
激石は『行人』執筆
後、
一九一四年四
月二O
日から『
こころ』の
執筆をはじめる。
ここで『行人』の終りと『こころ』
の 始 ま り に 関
連性があるのではないかと考えた。
二 作 品 の 時 空 の 繋 が り か ら 考 察
する。
『こ
こ ろ 』 は 先
生と
「私
」
が 鎌 倉 の 浜 辺 で 出 逢 う と こ ろ か ら 始 ま
る。「私」
は夏季休暇で鎌倉の辺部なところにある宿に泊まっていた。
個人の別荘がいくつかあり、
海がごく近い。
先生は別荘のような宿
に泊まっていた。
先生と「私」
が 初 め て 出 逢 っ た と き 、
西洋人を伴
れていた。ここで、
『行人』
で
一 郎 と
Hさんが最後に泊まっていた場所やそこ
で起きたことについて触れたい。
季節は夏、
二人は紅が谷の小別荘
に泊まっていた。
紅が谷は鎌倉である。
そこである晩に二人が浜辺
を 散 歩 す る 場 面 が あ り 、
西 洋 人 の 別 荘 が 登 場 す る 。
両方とも夏という季節で同じ鎌倉であるこ
と、
浜辺が登場するこ
と、『行人
』には西洋人の
別荘、『こころ』
には西洋人が登場するこ
とから、『行
人 』 と 『
こころ』の時空は繋がっているのではないだろ
うか。
激石はこのことを意識して執筆したのではないかと思われる。
一郎の今後は『行人』
に は 描 か れ て い な い が 、
激石はそれ
を『こ
こ
ろ』の先生に持ち越したのではないだろうか。
一郎は自我が肥大し、
自分の基準に沿わないのものは許さないと
いう人間である。
激石は一九一四 年 一 一
月二
十五
日に学習院輔仁会
において『私の
個人主義』という講演を行ってい
る。
そのなかで激
石は、
近頃自我とか自覚とか唱えていくら自分の勝手な真似をしても構わないという符徴
に 使 う よ う で す
が、
その中にははなはだ怪
しいのがたくさんあります。
彼らは自分の自我をあくまで尊重
するような事を云いながら、
他人の自我に至つては事も認めて
いないのです。
れは一郎のような人物をあらわしている。
そ し て
個人主義というものは、
( 略 ) 他
の存在を尊敬すると同時に自分
の存在を尊敬するというのが私の解釈なのですから、
立 派 な 主
義だろうと私は考えているのです。
と述べている。
つ ま り 、 『 行 人 』 は激石が『
私の個人主義』の思想に
至る過程に描かれた物語なのである。一飯田祐子「〈長野家〉の中心としての《母》|『行人』論のために」(「名古屋大学近代文学研究」第七号
一九八九・
二一)
て脚注 に同じ三金泰淵「激石におけるエゴイズムの問題!『行人』を中心として|」
(「国文学解釈と鑑賞」一九九七・六
)
四国中実コ整った頭」と「乱れた心」|『行人』私論l」(佐藤泰正編『激石を読む』笠間書院
二OO一・四)
五伊豆利彦「『行人』論の前提」( 日本文学」
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